











額の宣伝費を投入するこ で、映画 ヒットへ、原作の小説をベストセラーへ導いた。 「読んでから観るか 観てから読むか」のキャッチコピーは一世を風靡し、漫画の映像化（映画、テレビドラマ）が盛んな今日でも、そのキャッチコピーが示唆する、原作と映像化したコンテンツの互恵関係は本質
的に変わっていないだろう。　
原作の熱心なファンは、次々と映像化され、コンテンツと
して消費されていく原作の姿に怒りと嘆きをあらわにし、メディアミックスを現代的な商業主義の戦略として往々に非難する。 かし当然ながら、小説を映画化しようとする試みは、角川春樹が世界に先駆け 実現したアイディアではない。さかのぼれば、ジョルジュ・メリエスの『月世界旅行』 （フランス
　
一九〇二）も、人類が月へ最初の一歩を踏みだすこと
が遠い夢だった時代に、ジュール・ベルヌ「地球から月へ」「月世界へ行く」にインスパイアされ、その夢を映像化した。映画は誕生したそのときから 小説と読者の間隙からたちのぼるイマジネーションを捉え スクリーンの上に表象 てきた。だが活字メディアは常に映画に物語内容を貸し与えるコンテンツとして目されてきたわけではない。　
一九一一（明治四四）年一一月に浅草の金龍館で封切られ








































育界など特殊な立場だけでなく、映画を愛好する側にも見られるが、 「映画中には確かに児童に有害と認めらるゝものも無いではないが、又見逃す可 らざる有利な映画もあ 」ように、善悪の二元論で割り切れる問題ではない。　
実際、波紋を広げた『ジゴマ』は映画の上映が禁止された













































































































































































































































































































































































































































































（３）艶子「読者乃声」 （ 『キネマ・レコード』一九一六・八・一〇） 。（４）永嶺重敏『怪盗ジゴマと活動写真の時代』 （新潮社
　
二〇〇
六・六） 。
（５）帰山教正『映画の性的魅惑』 （文久社書房
　
一九二八・四） 。
帰山が参照した映画雑誌のタイトルなど書誌情報が併記されておらず、本稿執筆に際し該当記事を探しだせなかったため、帰山の引用を本稿でそのまま援用している。
（６）岩崎昶『映画が若かったとき』 （平凡社
　
一九八〇・九） 。
（しばた・のぞみ／早稲田大学大学院）
ムは散逸しており、上映された内容と映画物語本を照らし合わせるには困難がつきまとうだろう。しかし、今日の肥大化し飽和するメディア社会を考察する上で、新旧メディア 有機的に融合し生まれた映画物語本の調査・研究を深めていけば、メディアを受容する側の意識がより鮮明になるのではないだろうか。
